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日　時 2026年5月17日  日  

          12:10～13:10

本間 崇 先生  
医療法人社団善仁会グループ

髙取 清史 先生  
医療法人 本村内科医院

当院におけるTM-Pilot・BTS機能の
使用経験から臨床活用のポイント

血圧では推定できない
透析患者の体液量をどう管理するか
 ～MLT-600Nによる体液量評価と
　TM-Pilotによる安全な除水の実践～

五十嵐 一生 先生  
医療法人健友会 本間なかまちクリニック

福岡国際会議場 2F
会議室202第3会場会　場

演　者

座　長

共催：第36回日本臨床工学会／

セミナー参加には第36回日本臨床工学会への参加登録が必要です。
詳細は大会ウェブサイトでご確認ください。

https://jace2026.fcet.or.jp/


